




要旨:新生・乳児での薬剤投与の合理的な方法を探るために抗生剤の薬物動態を検討した。

腎排泄型薬物の例としてセフメノキシムをとりあげ薬物動態と腎機能の発達との関係につ

いて研究した。その結果、未熟児を含む新生児では半減期は著しく延長し、これは糸球体

ろ過能や腎尿細管機能の未発達と関係していた。また、新生児・乳児期、これまで用いら

れて来た薬用量換算式(Fried の式)では過少となることが解った。 


